
平成２９年７月九州北部豪雨の被害状況

平成2９年10月30日
平成29年７月九州北部豪雨災害を踏まえた避難に関する検討会

資料２



1

平成２９年７月九州北部豪雨による被害（浸水被害）

「第２回 筑後川右岸流域河川・砂防復旧技術検討会」資料の図面・写真より内閣府にて作成

○平成２９年７月九州北部豪雨では、筑後川右岸の支川において堤防の決壊、大量の土砂や流木による河道埋塞等
により浸水被害が発生。

筑後川右岸流域の被害の特徴

花月川（堤防欠損）



2

平成２９年７月九州北部豪雨による被害（土砂災害）

「平成２９年７月九州北部豪雨による土砂災害の概要＜速報版＞Ｖｏｌ．６（平成２９年９月４日時点）」資料を加工



平成２９年７月九州北部豪雨による被害（人的被害）

4

○死者・行方不明者は、朝倉市（３５名）、東峰村（３名）、日田市（３名）の合計４１名。
○静岡大学牛山教授の災害後調査結果資料１）によるとは、半数以上の２２名が赤谷川流域内で被災していたと推定。

・山地河川洪水のスライドについては、「平成２９年７月九州北部豪雨による人的被害発生状況・発生場所の特徴（速
報）（静岡大学防災総合センター 牛山素行 現地調査速報会 公表資料）」
・それ以外については、「第２回 筑後川右岸流域河川・砂防復旧技術検討会」資料を加工

26



平成２９年７月九州北部豪雨による被害（人的被害）

5「平成29年7月九州北部豪雨による人的被害の特徴（序報）（静岡大学防災総合センター 牛山素行 日本災害情報学会）」を加工

○静岡大学牛山教授の災害後調査結果資料１）では、被害の特徴として、「土砂」の率も高いが、「洪水」の率も高いこと
や、「洪水」による犠牲者が比較的多いにもかかわらず、遭難場所として「家屋」が多いこと等を挙げている。
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